ＤＬＴ法を用いた新しい球技分析システムの開発とバレーボールへの適用 by 佐賀野 健
1 
（様式３）  
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 本論文は、スポーツ指導において利用頻度の高いビデオカメラからの映像を、球技スポ







































スインパクト時が平均 83 度、リリース時が平均 87 度、そしてリリース直後から角度変化が
大きくなり着地時が平均 129 度であること等々から、一流セッターは頭部を後傾し、上半身
を水平位外転させることにより視覚情報を獲得しながらバック・トスしていることを明らか
にした。  
第６章では、本論文の総括を行うとともに本研究成果が、近年スポーツ競技会等でも多
用されるタブレット型 PC に機能搭載されることによって齎される、スポーツ競技の現場
の変容の可能性について言及した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
